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中性脂肪蓄積心筋血管症の診療体制の確立・患者探索・予後調査 

 

研究分担者 宮内  秀行 国立大学法人千葉大学 医学部附属病院 診療講師 

 

研究要旨 

中性脂肪蓄積心筋血管症（triglyceride deposit cardiomyovasculopathy；TGCV）の

疾患探索と予後調査を行った。 

 

 

A. 研究目的 

 中性脂肪蓄積心筋血管症（TGCV）の診

療体制を整備し、患者探索を継続すると

ともに、これまで診断された症例の予後

調査を行う。 

 

B. 研究方法 

千葉大学医学部附属病院循環器内科に

て循環器疾患診療が行われた症例を対象

に、厚労省研究班が策定した診断基準

2020 をもとに TGCVの臨床診断を進めた。

さらに、これまで診断された症例につい

て、診断数、観察期間、死亡数を調査し

た。 

（倫理面への配慮） 
関連するすべての研究計画ならびに臨

床試験については、学内倫理審査により

継続または新規承認を受けた（No.4159、

HS202104-06）。さらに、対象となる患者

もしくは患者家族に対し、その意義と内

容を文書により説明し、文書による同意

を得て実施した。 

C. 研究結果 

令和 3 年度研究期間において、16 例が

特発性 TGCVと診断された。年齢は 38‐82

歳、男性 11例、女性 5例であり、全例特

発性 TGCVに分類された。 

また、当施設における 2015年 9月から

2021年 12月までの総診断数は 159例であ

った。診断時平均年齢は 64.0 歳、フォロ

ーアップ期間は 23‐2364 日（中央値 1261

日）、うち死亡数は 26 例（16.4％）であ

った。 

 

D. 考察 

過去 6 年間の診断実績により、施設と

しての TGCVの診療体制は確立した。特発

性 TGCVは他の動脈硬化性疾患や心疾患と

比較して、１）若年でも発症する、２）

予後不良である、ことが示唆された。 

 

E. 結論 

 特発性 TGCVは希少疾患でありながらも、

日常診療で遭遇するレベルの患者が潜在
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する。壮年期に診断される症例があり、

予後不良であることから、積極的な診断

と詳細な経過観察が不可欠である。 
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H. 知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む） 

1. 特許取得 

  なし 

2. 実用新案登録 

  なし 

3. その他 

  なし 

 


